
2021年度 第2四半期

決算のご説明
(2021年4月1日～2021年9月30日)
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2021年10月28日
本多通信工業株式会社

代表取締役社長 樫尾 欣司

証券コード：6826

1-1. 21/上 実績
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単位:百万円、( )内 利益率

■ 売上高は回復･拡大基調が継続し、対前年･前期を上回る
■ 営業利益は回復傾向も、品種構成や強まるコストプッシュ要因

により、回復幅はもう一歩
■ バーツ安の進行により、営業外で75百万円の為替差損が発生

為替($/円)
期中平均/期末

20/上
107円/106円

20/下
105円/111円

21/上
110円/112円

前年
同期比 前期比

21年度
通期予想
107円/107円

進捗率

売 上 高 6,714 8,142 8,666 129% 106% 16,500 53%

営業利益 ▲238
(▲3.5%)

164
(2.0%)

228
(2.6%)

- 140% 500
(3.0%)

46%

経常利益 ▲95
(▲1.4%)

242
(3.0%)

195
(2.3%)

- 81% 450
(2.7%)

43%

純 利 益 ▲65
(▲1.0%)

140
(1.7%)

150
(1.7%)

- 107% 320
(1.9%)

47%

※「収益認識に関する会計基準」の適用に伴い､過去の決算数値を遡及修正しています



1-2.四半期業績推移
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20/1Q 20/2Q 20/3Q 20/4Q 21/1Q 21/2Q

売上高

営業利益
(利益率)

単位:百万円

◆為替(期中)
106円 105円

20年1Qを底に右肩上がりに推移
コストプッシュ要因が利益をやや押し下げ

106円

(▲1.2%)
(0.1%)

(3.7%)
(2.1%)

109円

(3.2%)

110円

(▲6.2%)

108円

通信

車載

民生

情報S

FA

2-1.分野別販売状況
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5G･FTTH･データセンタなど
通信インフラ向けの好調が継続

旺盛な需要を背景に拡大傾向､
部材調達難･工数不足がネック

半導体不足等の影響で回復が鈍化、
先行きが現状不透明

主要顧客の低調により前年割れ、
新ビジネスの立上げに注力中

テレワーク/巣ごもり需要で回復､
半導体不足の影響が懸念材料

最終需要は良好で回復･拡大基調は継続
世界的なサプライチェーンの混乱で下期の不透明感が強まる

552 556 576 622 682 729 

729 777 755 
997 
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1,310 

674 

753 
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20/1Q 20/2Q 20/3Q 20/4Q 21/1Q 21/2Q

単位:百万円

3,607

280万個

3,862

450万個

4,280

400万個

車載カメラ用数量

4,204

330万個

4,462

365万個

3,107

215万個

下期動向

❓



2-2.コネクタ事業 連結受注推移
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1Q 2Q 3Q 4Q 年間

2021年度
前期比 +36 -14 - -

-
前年同期比 +140 +77 - -

1$= 109円 110円

2020年度
前期比 -10 +11 +34 +13

+12
前年同期比 -18 -8 +27 +50

1$= 108円 106円 105円 106円 106円
実勢為替レートで算出

単位:%

上期の受注額･受注残は2000年以降で最高額
21/2Qは顧客の在庫積上げや先行発注が落ち着きつつあるが､

依然として高水準が継続

54百万円 増益

3. 21/2Q 営業利益分析(21/1Q比較)
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単位:百万円
( )内 利益率

◆為替(期中)
1$= 109円

21/1Q

1$=110円

21/2Q

コネクタ
増販益

+90

増販･固定費減等で増益も､コストプッシュ要因が利益を押し下げ
利益率改善に向けて合理化と価格転嫁に取り組む

87
(2.1%)

141
(3.2%)

品種構成等
▲35

合理化
+15固定費減

+15

調達
コスト増

(部材価格上昇)
▲20 情報S

増益
+15

製造
コスト増

▲25

コストプッシュ要因



車内NW向け高速伝送コネクタ

4.車載用コネクタの取組み
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(－)部品不足による販売減

2021 2022年度

(－)品種構成､販売価格ダウン
(＋)ベトナム生産の安定化
⇒ 当初予定の合理化が遅延

車載カメラ用
販売数量

約1,400万個

約2,000万個
限界利益率

約1.5pt良化

(＋)部品不足解消による販売増
(＋)新カーメーカ向けの納入本格化
(＋)カメラ搭載車数/個数の増加

(－)品種構成､販売価格ダウン
(＋)センシング用の生産自動化
(＋)ベトナム生産の拡大＆合理化

etc.

◆ 新商品開発

15億円増販

・6G/12Gbps LVDS対応
・ノイズ対策に優れたシールド構造
・小型&誤挿入防止

50億円
65億円

利益

売上

収益力･成長力強化に向けて施策を展開

技術開発が完了し展示会に出展､年度内にエンジニアリングサンプルを提供開始

用

途
カメラ･センサ等

ECU

ECU

高精細化する車載カメラの接続

車載機器接続､車内LAN

◆ 車載用コネクタの動向と取組み
車載カメラ用コネクタ(売上の9割以上を構成)

特

徴

上期✕2で試算 予測

プ
ラ
イ
ム
上
場
維
持
基
準

項目 基準 当社適合状況
21/6末時点

流通株式
時価総額 100億円以上 ✖

73.7億円

売買代金 1日平均
0.2億円以上

✖
0.19億円

流通株式数 20,000単位
以上 〇

流通株式比率 35%以上 〇

2024年までの基準適合に向けて
以下の施策を複合的に推進

①経営計画｢中期目標｣水準への業績拡大

②株式施策による流通株式数の増加
事業法人等所有株式の流通株式化や
一部自己株式の処分等を検討

③IR活動の強化
・開示資料の英文化､ESG開示情報の充実
・個人/機関投資家様との対話の促進 etc.

中期目標
売上高 ：200億円
営業利益(率) ：16億円(8.0%)
R O E ：8.0%以上

5.東証市場再編への対応
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プライム市場に移行することを決議
基準適合に向けて流通株式時価総額と売買代金の増加に取り組む

具体的な取組みは「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」をご覧ください



IRに関するお問い合わせ先
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本多通信工業株式会社
経営企画グループ

MAIL : ir@htk-jp.com TEL : 03-6853-5820
URL : https://www.htk-jp.com/

参考.投資等の実績･計画
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